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聖書のレビヤタンのシンボリズムとファンタジー 

―アビスの怪物から預言者たちの救済者まで― 

 

ダニエル・グレヴィッチ 

 

 

要旨 

レビヤタンとして周知されている聖書の伝説上の怪物は、世界を消滅させよう

と企む破壊的な力の中核である。しかしながら、ユダヤの民衆的な信仰の中には、

同様の海の動物を、悔悛と再生という精神的な理念に関係づけているものもある。

本稿においては、古代ユダヤ文学におけるレビヤタン／クジラのイメージと文化

的な記述について、また中世キリスト教におけるそれらの影響についても検証す

る。西欧社会でのレビヤタンのイメージの起源は成長し、何世紀にもわたって、

様々な文化において、伝統的な伝承、宗教的エートスにおいて必須のものとなっ

たことを主張する。それぞれの社会は、彼ら自身の集合的原始的恐怖に対応して、

独特の様式でこの伝説上の生き物を描写し、苦悩の時代の力と希望の源に練りか

えていった。つまり、本稿は、巨大な怪物のイメージが、たとえそれが敗北しよ

うとも（古代異教文明の場合）、統制されようとも（ユダヤ教の場合）、罪人に対

する罪の恐怖としての脅しになろうとも（キリスト教の場合）、究極的には力と慰

めの源となりうることを主張する。 

 

キーワード 

レビヤタン／クジラ、集団的原始的恐怖、ユダヤ伝承、一神教、精神的理念  
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古代ユダヤの伝承では、神が世界を創造したときに、神は恐ろしい海の怪物と

戦ったという。それがレビヤタンである。最後の日に、創造主と動物の間に厳し

い戦いが繰り広げられるだろう。そして、最終的に神はレビヤタンを滅ぼすのだ。

この行為は、知られているように、世界の終わりと新しい理想の時代の始まりを

象徴する。この考えは創世記で記述される聖書の創造物語と対照をなす。聖書中

では、「神は、水に群がるもの、すなわち大きな怪物・・・を創造された」（創 1. 

21）とあるからだ。伝説によれば、神が世界を創造したいと思ったとき、最初に

しなければならならなかったのは、深淵の生き物に対する戦いをしかけること

だった。彼らを自分の権威に強制的に従わせ、創造の形式で命令を下すことを認

めさせるためにである。神は、初めに、暗闇に消えて、光に道を譲るように命じ、

そして虚無の深淵に住む生き物と戦いを始めた。最初に、神は、古代の水を支配

する巨人であるラハブを打ち破り、それを海の底に送った1。そして、神は注意を

レビヤタンに向ける。レビヤタンは、幾歳月もの日々ほどの多くの目を持ち、太

陽のように輝くうろこをもち、強大な顎、火と炎を吐き出す口、煙を吸い込む鼻

孔、光の噴流を噴射する目を持っていた2。この巨大な生き物が海を渡るとき、そ

の通った跡は熱と光を発していた。もしくは、海の深みにとどまり、水を煮えた

ぎらせ、蒸気を発生させていた3。 

レビヤタンとして知られるこの伝説の深淵の怪物は、世界を消滅させようと企

む破壊的な力に無くてはならない存在である。しかしながら、ユダヤの伝承には、

同様の海の生き物、「大魚」と記述される生き物があり、これは混沌とした破壊で

はなく、むしろ悔悛と再生という精神的な理念に関係付けられる。最初の、そし

て疑いなく最もよく知られた例として想起されるのが、罪を犯した預言者ヨナの

聖書の話（530BCE 以降作）から発展したものである。ヨナは、集団的想像では

通常クジラ（ヘブライ語ではレビヤタン）と考えられるものに飲み込まれ、そし

て、神によって奇跡的に、厳しい試練を生き残ったのである。聖書の物語によれ

ば、ヨナは魚の暗い腹の中で三日三晩過ごしたという。そして、彼は、ついに自

分がこれまで決して本当の意味で見ようと思わなかったもの、神の憐れみの深さ

を認識したのである。その時ヨナは悔悛し、魚は彼をニネベの岸辺に吐き出した

のである（ヨナ 2.1-10）。 

ユダヤの伝承はこの伝説のレビヤタンの力強いイメージに甚大な重要性を与え

ている。聖書で 6 回言及される4生き物であるだけでなく、後代には、タルムード

議論、ミドラシュ・アガダー（ユダヤ伝承）、祈祷書、初期、後期の注解書、カバ

ラー、ゾハル、ハシディズムにて、少なくとも 828 回言及されている。さらに、

シナゴーグの木製の聖櫃を装飾する木製の彫像の表象にもなっている5。 

本稿では、レビヤタン／クジラのイメージとその（聖書的な基盤の上に依拠す
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る）古代ユダヤ文学での描写、そして後代の中世キリスト教への影響を検証する。

最初に、古代、中世、そして現代の研究者による海の生物の科学的な分類を提示

し、それが通常クジラとして認識されていることを示す。続いて、ユダヤの集団

的記憶における、その重要でありながら、不可解な極性のイメージを考察する。

神の領域に挑戦しようとする行動的で破壊的な怪物でありながら、他方で、神に

よって精神を向上させる道具として使われることに従う従順な生き物である。  

筆者が主張したいのは、西欧社会のレビヤタン／クジラのイメージのルーツは

何世紀にもわたって成長し、様々な文化において伝統的な教えの無くてはならな

い部分、また宗教的なエートスとなったということである。それぞれの社会は、

彼ら自身の集団的原始的恐怖に対応して、独特の様式でこの伝説上の生き物を描

写し、苦悩の時代の力と希望の源に練りかえていった。つまり、巨大な怪物のイ

メージが、たとえそれが敗北しようとも（古代異教文明の場合）、統制されようと

も（ユダヤ教の場合）、罪人に対する罪の恐怖としての脅しになろうとも（キリス

ト教の場合）、究極的には力と慰めの源となりうることを本稿は主張する。  

 

 

聖書、神話における海の怪物 

聖書では、レビヤタンという語はヘブライ語の原義である「クジラ」の意味で

は使われてはおらず、むしろ古代の神話上の海の生物に言及していることについ

ては、見解は一致している。しかし、全知全能の神と、何であれ生き物との戦い

の概念は、完全に明らかになっているわけではない。1929 年古代北シリアのウガ

リット都市の考古学発掘でラッシュ・シャムラ石版が発見されてからは特に、聖

書の怪物とより早期の異教文明の神話のそれとの平行関係が示唆されている。双

方の物語での中核となる要素の類似は、興味深い問題を提示している6。 

紀元前 14 世紀の半ば、楔形文字で書かれたメソポタミア神話の中心にあるのが、

アッカド－バビロニアの嵐と豊穣の神であるバアルと、海と河の神であるヤハム

との間で繰り広げられる王位をめぐる戦いである。この激しい宇宙の戦いにおい

て、バアルとその妹アナトは、獰猛な海の怪物を殺す。この怪物とは、一つか二

つの存在を表す五つの名前、あるいは別称を持つ生物である。すなわち、ヤハム

／ナハル、トゥナン／タニン、蛇、巨大な存在、そして、ヘブライ語のレビヤタ

ンに相当する名前である、七つの頭を持つ蛇ロタンである7。またバビロニア叙事

詩エヌマ・エリシュにも関係するテキストがある。ここでは、再び海を征服した

神の話が力強く中心的に語られる。しかしながら、最初の話が海の征服をめぐる

戦いを叙述しているのに対して、第二の話は創造物語に海と陸の支配をめぐる闘

争が混合している。バビロニアの詩の中心となるエピソードは、偉大なる王（マ
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ルドゥク）と太古の塩分の濃い海の女性の化身テホーム（ティアマト）との戦い

である。ヘブライ語でもテホーム（תהום）が創世記で使われていることに注目し

たい。これは、（創造以前の）無のことであり、現代ヘブライ語では深淵なる深み

を意味する8。どちらの物語も「水」が一つの総体として集（חושך על פני תהום）

められたことを、そして空を海から切り離すための神の厳しい戦いを描いている9。

よって、古代メソポタミアの神話においても聖書のテキストにおいても、「水」は

単に死者や深い暗黒の領域の象徴だけでなく、より全般的な海の世界と自然の力

の象徴となっている10。それゆえ、ヘブライの神にとっても、メソポタミアの神々

にとっても、この戦いは世界に秩序を創造し、荒れ狂う洪水の水をもたらす混沌

の力を支配することを意味している。換言するなら、どちらの物語も、上方をさ

まよう光と神の精神と、下方にある深淵の存在とその生き物たちとの緊張を視覚

化したものである。聖書の概念では、水と暗黒は、同じ原始太古の、混沌的なも

のから形成されたと考えられている。創造の第 2 日目、水は、秩序を維持するこ

とを目指した神の光である上方の水と、下方の水に分離される。後者は、原始の

混沌に引き戻し、終末の日々をもたらそうとする創造以前の力である。そして終

末の日々には、水が盛り上がり堤防を破り、陸を水浸しにする11。聖書の中で何

度か叙述されている神の力によって制圧されるのはこのような水である 12。例え

ば、詩編 104.6-9 を考察しよう。 

あなたは、深い水を衣のようにして、地をおおわれました。水は、山々の

上にとどまっていました。水は、あなたに叱られて逃げ、あなたの雷の声

で急ぎ去りました。山は上がり、谷は沈みました。あなたが定めたその場

所へと。あなたは境を定め、水がそれを超えないようにされました。水が

再び地をおおうことのないようにされました。  

物語が続くにつれて、海の地下水の力（バビロニアのティアマト、カナンのゼ

ベル・ヤム、もしくはヘテ人における竜の意味）は、宇宙を水で覆って破壊しよ

うとし、嵐の神であるカナンのバアル神、またはバビロニアのベル・マルドゥク

によって阻止される。水の反乱を克服し、勝利した神が王になる。この戦いが聖

書にもほのめかされている。最も似ているのが詩編 93.3-4 である。そこでは、神

の戴冠は、「大水のとどろき」の制圧として表象することで立証されている13。詩

編 104.6-9 では、水が世界を危険に陥れることのないように神の非難によって水

が設定された境界の中にとどまる14。 

因果関係上では、初期のバビロニア、カナン神話において周期的な嵐のような

戦いのイメージが発生したのは、おそらく地中海沿岸に暮らし、海岸を襲い彼ら
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の家を破壊する脅威となる波を恐れる人々によって創造されたからであろう。バ

ビロニアの物語では、マルドゥクと彼の嵐の神々はティアマトを殺し、彼女の体

を半分に切り、そのうちの半分で彼は空を作りそれを注意深く封印し、この水が

漏れることのないように見張る番人を置いた（En. El. 4, lines 138-140）15。激しい

戦いの間に、ティアマト（彼女自身も海の怪物であるが）は、彼女の代わりに子

孫の神々の反乱の間に戦いを遂行してくれる生き物を創造した。それは、鋭い歯

のワニ、竜、蛇、野犬、巨大なライオン、魚、カバ、反発的な悪魔たちである。

ティアマトの力に若い神々が恐れると、マルドゥクは自分が勝ったら神々の王に

就任するという条件で彼女に戦いを挑む。そして、マルドゥクが王になるやいな

や、彼は彼自身がこの戦いのために作り出した武器で武装する（En. El. 4, lines 

93-104）。この戦いの結果は予想通りのものであるが、ここに参加した生き物の性

質に興味を引かれる。これらの戦う海の怪物は、文化を超えた（生きた創造物と

しての）海の謎めいた側面を表象している。  

同じような伝説上の対立、深淵の怪物と神の間の戦いの残響は、聖書でもイザ

ヤ書、アモス書、ヨブ記に見られる。ヨブは、昼と夜を呪ったが、海の怪物、レ

ビヤタンが深い眠りから覚醒させられて、怒り狂い、偉大なる海の底の暗闇で自

らを足枷から解き放ち、蝕か洪水をもたらす。「日をのろう者、レビヤタンを呼び

起こせる者がこれをのろうように」（ヨブ 3.8）16。この戦いの続きは、神と怪物

の間で生じる大いなる戦いとしてヨブが叙述している箇所に見られる（ヨブ

41.19-31）。 

その口からは、たいまつが燃え出し、火花を散らす。その鼻からは煙が出

て、煮え立つかまや、燃える葦のようだ。その息は炭火をおこし、その口

から炎が出る。その首には力が宿り、その前には恐れが踊る。その肉のひ

だはくっつき合い、その身にしっかりついて、動かない。その心臓は石の

ように堅く、臼の下石のように堅い。・・・その下腹は鋭い土器のかけら、

それは脱穀機のように泥の上に身を伸ばす。それは深みをかまのように沸

き立たせ、海を香油をかき混ぜるなべのようにする。  

伝説によれば、神はガブリエルに命じてレビヤタンを偉大なる海（地中海）か

ら追い出したという。ガブリエルは自分のフックでレビヤタンを捕獲するのに成

功したが、それを乾いた陸地の上に引き出そうとして、飲み込まれてしまった。

そして、神自身がこの怪物を捉えざるをえなくなり、敬虔なる人々の眼前で殺し

たのである。来る世において（ハ・オラム・ハバ）において、レビヤタン（至高

の海の獣）の肉は、他の二つの怪物の肉―ベヘモート（至高の陸上の哺乳類）と
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チツ（キリンのような、至高の空の動物）の肉とともに、メシアの祝宴にて食さ

れる。レビヤタンの皮はその祝宴を守るテントとなるだろう17。海での戦いにの

み焦点を当てるメソポタミアの物語とは違い、ユダヤの物語では、海、地、空を

表象する生き物が含まれており18、神が最終的に宇宙全体を支配することを示唆

している。 

 

 

 

 

 

ベヘモートとレビヤタン 

ウィリアム・ブレイク （1825） 

レビヤタン、ベヘモートとチツ 

聖書挿絵、ウルム、ドイツ （1238） 

 

 

獣の性質 

エジプト・メソポタミアの描写であっても、聖書の描写であってもロタン／レ

ビヤタンがどのような種類の生き物を意味していたかを正確に決定するのは難し

い。シュパックはメソポタミアの伝承は慎重にぼかされていると評定する。とい

うのも、エジプト人たちは、彼らの神話には何よりも知恵の秘儀と癒しの呪文が

含まれており、それを開示することは危険だと考えていたからである。その結果、

神話は書き下ろされることなく、口伝で伝えられ、ごく限られた者しかそれらを

いかに解読するのか知らなかった19。確かに、エジプト人は、患者の状況を遠く

離れた過去の神話上の出来事に例えた魔術的な呪文で様々な疾病を治癒しようと

した。シュパークは、少なくとも三つの呪文に言及している。そこでは、疾病が

海に例えられ、エジプト語で神の敵であるヤム（「偉大なる緑の」水）という名前

が使われている。その呪文によれば、海／混沌の蛇／ワニがセツ神に敗北したよ

うに、疾病が人間の身体から駆逐されるだろう20。 
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邪悪なヘビのアペップと戦うラーを助けるセツ 

エジプト博物館、カイロ 

 

聖書のミドラシュによると、クジラが餌と共に海水を吸い込み、その後、背中

にある噴気孔から水を吐き出すのを、古代の船乗りたちは見ていたということが

推論される21。この現象が、巨大で神話的で、火を吐き出すクジラのような生物

という誤ったイメージに繋がった。 

この神話に着想を与えたかもしれないもう一つの動物はワニであり、その生物

学的特徴は、獣のキラキラ輝くうろこや、水の中から松明のように輝く目の描写

において見ることができるだろう。さらに、ワニを表すヘブライ語「タニーン」

は、聖書においては海の怪物を指している。例えばイザヤ書 27.1「 יןוְהָרַג אֶת   הַתַנִּ

においては、NRSV（英語の新改訂標準訳聖（海にいる竜を殺される）「אֲשֶר בַיָם

書）は「竜」と訳している。動物学的に言えば、ワニは海（ヤム/ים）ではなく、

むしろ川に住んでいるのだが、確かにエゼキエル書 29.3 では、ナイル川にいる巨

大なワニが直接的に言及されている：「 דוֹל, הָרֹבֵץ בְתוֹךְ יְאֹרָיו:  אֲשֶר אָמַר ים הַגָּ הַתַנִּ

（自分の川の中に横たわる大きなワニで、「川は私のもの」と言っている）「לִי יְאֹרִי
22。預言者エゼキエルはファラオ王のことを「ハタニーン・ハガドール」（ナイル

川の中に横たわる大きなワニ）と呼んでいるのだが、ここでも、NRSV はそれを

文字通りに訳すのではなく、「自分の中の横たわる大きな竜」というより一般的な

用語を使っている。 

怪物のような爬虫類というのは、確かにワニのことを指しているのかもしれな

い。それは体長 7 メートルにも及び、古代において知られていた最も大きく恐ろ

しい生物の一つであった。恐ろしいワニ、そしてそれらと神との厳しい戦いは、

詩編 74.13 にも言及されている：「 ים שִבַרְתָ רָאשֵי ינִּ עַל הַמָיִם תַנִּ 」（あなたは、海の

竜の頭を砕かれました）。この言葉は魚のようなレビヤタンに似ている生物を指し
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ているように思われる。というのは、イザヤ書 51.9-10 において見られるように、

両者とも大海の深淵の暗黒に住む海の怪物として描かれているからだ。  

さめよ。さめよ。力をまとえ。主の御腕よ。さめよ。昔の日。いにしえの代

のように。ラハブを切り刻み、竜（ヘブライ語ではタニーン）を刺し殺した

のは、あなたではないか。海と大いなる淵の水を干上がらせ、海の底に道を

設けて、贖われた人々を通らせたのは、あなたではないか。  

古代において、大きなワニは深刻な脅威ではあったが、エジプト人はそれを神

聖なものとみなし、それを傷つけることは禁じられていた。さらに、クジラを実

際に見たことのある人はほとんどいなかったと考えられるのに対して、多くの人

が実物のワニを見ていたであろう。エジプトの原典においては、このワニはしば

しば、浅い水の中から目だけを突き出し、ナイル川に沐浴しに来た人を襲うため

のちょうどよいタイミングを待っているものとして描かれている。  

レビヤタンの代わりに、あるいはレビヤタンと関連してその名前が時々使われ

る別の生物は、ヘビである：「その日、主は、鋭い大きな強い剣で、逃げ惑う蛇レ

ビヤタン、曲がりくねる蛇レビヤタンを罰し、海にいる竜を殺される」（イザヤ書

27.1）23。これは、同属のウガリット語の記述を暗示する：「あなたがロタン、逃

げ惑う蛇を殺した時、曲がりくねる蛇、七つの頭を持つ支配者を滅ぼした時」

（KTU 1.3; 1.5）。 

バビロニア・タルムード（紀元後 257-320 年）においては、海の怪物は、本来

は、魚というよりもヘビの特徴を持ち備えていると考えられていたのではないか

と、ラビ・ヨハナンは提案している（ババ・バトラ 74b）。上記の聖書の句を引用

しながら、この句の意味するのは、神はオスのレビヤタン（突き刺すヘビ）とメ

スのレビヤタン（曲がりくねるヘビ）を創造し、彼らが交尾して世界を滅ぼすの

を防ぐため、メスのほうを殺したということだとしている。  

確かにこの文脈では、ヘビや同様の曲がりくねる爬虫類が言及されているが、

最も有力な語源は、「支配する、権力を持つ」を意味するアッカド語の šalātu であ

り、必ずしも我々が知っているようなヘビである必要はないと、アイハ・ラハムー

ニは提案している24。一方、シュパックは別の解釈を提案している。本来のエジ

プト語の snk はワニを意味し、skn という語は「飽きることのないこと、貪欲と

欲望」を意味するという。そこで彼女は、想像上のワニのような怪物の貪欲な性

質に言及されているのではないかと提案している。あるいは、それは、体長 30

メートルの、神に反抗するヘビであるアポピスの特徴かもしれない25。ユダヤ教

のイドラ・ズッタにおいては、このような主張が支持されている。レビヤタンと
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は、ある特定の獣ではなく、同等の強さを持つ神々の勢力の間での対立における、

第一のライバルを表していると考えられている。  

 

 

ユダヤ教の伝統における爬虫類としてのレビヤタン 

興味深いことに、聖書の NRSV 訳は繰り返し、ヘブライ語の「タニーン」を「竜

（dragon）」と訳しているが、「竜」を意味するヘブライ語の単語（ドラコン）は

別にあり、それはエルサレム・タルムードにおいてもバビロニア・タルムードに

おいても使用されている。しかしながら、ヘブライ語の竜は、トカゲ、ヘビ、あ

るいは陶器の表面に描かれたそのような動物の像を指している。実際、古代ユダ

ヤ文化においては、竜は爬虫類の仲間に属するものと考えられ、他のよくあるト

カゲや小さな毒ヘビと同様、何ら特別な存在ではなかった。例えば、バビロニア・

タルムード、ギッティーン、56a-b（アボット・デラビ・ナタン、バージョン 1、

第 4 章にも同様の記事）において、ラビ・ヨハナン・ベン・ザカイがエルサレム

から離れ、ヤブネに中心を築くという話の中に、以下のような会話が含まれてい

る。 

（ウェスパシアヌスは）彼に言った。「はちみつの入った壺があり、その周り

には竜（ドラコン）が巻き付いている。その場合、竜のために壺を壊すのか。」

彼（ラバン・ヨハナン・ベン・ザカイ）は沈黙した。ラビ・ヨセフ（あるい

はラビ・アキバだと言う人もいるが）は、彼に関して以下の句を読んだ：「（神

は）知恵のある者を退けて、その知識を愚かにする」（イザヤ書 44.25）。彼

はこのように言わなければならなかったのだ。「はさみを取り出し、竜をつか

み、それを殺す。このようにして、壺を傷つけないでおく」と。  

 

 

 

 

 

 

 

 

トカゲ：Varanus (Psammosaurus) griesus 
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竜への言及はさらに、ミシュナにおいて見られる。それは、偶像崇拝の象徴と

して、そしておそらく大地の神々、あるいはあの世の神々の人格化として、明確

に理解されている。もしユダヤ人が竜の形が描かれている容器を見つけた場合、

その物体を使用することは許されているのか否かという問題を中心に、ここでの

議論は展開されている26。 

聖書の文脈では、竜という語は、アロンの杖がファラオの目の前で変わったと

いうヘブライ語の「ヘビ」の訳語として、七十人訳とウルガタ訳に最初に出てき

ている（出エジプト記 7.12）27。竜はまた、ヘレニズムの原典においても見られ、

そこでは「draca」はヘビも意味する。例えば、メーデイアは、彼女の子らを殺し

た後、空飛ぶヘビ（drakones/δράκων）によって引かれた巨大な二輪車に乗ってコ

リントスから逃れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーデイアの竜の二輪車、ルカニアの赤像式 

紀元前 400 年、クリーブランド美術博物館、オハイオ 

 

 

キリスト教の伝統における海の怪物 
以上のように、海の深淵の様々な力は、ユダヤ・キリスト教の物語においては、

自然の様々な力に対する戦いという文脈ではなく、むしろ、悪魔とその使者に対

する神とその天使の象徴的な戦いの一部として現れている。12、13 世紀の動物絵

画は、怪物のような人を食う獣を、巨大なクジラのような姿で明確に描いている28。

キリスト教においては、海の怪物は、罪人を飲み込むものとして描かれているだ

けでなく、そのクジラの腹はしばしば地獄を表し、クジラの顎は地獄の門に対応

している。 

 



一神教学際研究 10 

50 

 

罪びとを飲み込む水の怪物、その脇に立

ち、そのあごを閉じる天使 

アンリ・ド・ブロワによる詩編の挿絵、

1161
29 

 

 

偽りの預言者を飲み込む悪魔を見る聖ジャ

ン 

フランス、1220-70 年。ミニアチュール、トゥ

ルーズの黙示聖書 

 

 

恐ろしい海の獣というモチーフは、中世の修道士たちの想像力に火をつけた。

彼らは、それを、人々の骨を粉砕し、彼らの体を毒し、そしてその体をかみ砕き、

吐き出し、再びかみ砕くといった、様々な種類の動物に関する多数の像に発展さ

せた。これらの動物には、虫、巨大な毒ガエル、曲がりくねるヘビ、そしてワニ

が含まれていた。これらの像の中には、その生物の目が、悪魔のような光で輝い

ていたり、地面から現れ、何ら明確な理由なしに無実の人々に火を放つ、という

風に描かれているものもある30。サリズベリーによれば、「この像は、中世の視覚

作品を通じて続いていき、ダンテの『地獄篇』に至る。そこでは、地獄の底にい

るルシファーが、自分の主人を裏切った者たちの魂を永遠に食らう」31。これは、

殉教のパラドックスと理解できるかもしれない。獣により食らわれるという恐怖

を克服していることを示すために、聖者は、救済のために不可欠な要素として、

死の際に、自分の肉体が獣の歯によって噛み砕かれ、食い尽くされることを切望

しているということを表現しているのだ：「イグナティウスは殉教を通して・・・

キリストの食物となり、それゆえキリストの肉体の一部となる（というのは、食

物はそれを消費する者の肉体に取り組まれるので）。そして、キリストの肉体の一

部となることによって、聖者は死、腐敗、そして彼の肉体をかみ砕く獣のエサと

なる（そしてそれ自体に変わる）といったことを克服することができるのだ」32。

これらの物語は、「食われるという深く根付いた恐れ、それは結局人間の死への恐
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れであるのだが、その恐れを強めている」とサリズベリーは結んでいる33。 

 

 

ヨナとクジラ 

中世キリスト教の絵画的表現法に見られる、罪人を飲み込む強大な獣という像

は、聖書の海の獣であるレビヤタンとしばしば結び付けられている。しかし、こ

の像の具体化には、全く別の源となるものが貢献していると考えることもできる。

それは、ヨナを飲み込んだ「大きな魚」であり、これは通常クジラと考えられて

いる。紀元前 530 年以降に書かれたアミタイの子ヨナの物語は、神により預言者

ヨナに与えられた使命について語っている。すなわち、彼はアッシリアの首都で

あるニネベに行き、その住民に悔い改めを促さなければならない。しかしヨナは、

心を開いて自分の運命を受け入れることができず、逃れようと試みる。それに対

して神は、嵐を呼び起こし、海の最も恐ろしい生物に命じて、この罪人を飲み込

ませる。三日後、この生物は無事ヨナを海辺に吐き出し、彼に信仰と従順を取り

戻させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピーター・ラストマン（1621 年）、ヨナとクジラ 

クンストパラスト美術館、ドュッセルドルフ 

 

Prophetic Adventure: Jonah as the Liar of Truth（『預言者の冒険：真実を偽った者

としてのヨナ』）において、ルツ・ライヘルベルグの基本的な見解によれば、一般

的な集団的記憶においては、この「大きな魚」とはクジラのことであるという。

通りにいる誰かに「ヨナとは何者か」と尋ねてみれば、「クジラに飲み込まれた者
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だ」という答えが返ってくるはずだ、と彼女は言っている。別の言葉でいえば、“Qui 

dit Jonah dit baleine”（ヨナについて語ることは、クジラについて語ること）だと

彼女は主張し、ヨナこそが赤ずきんやピノキオの原型であると付け加えている34。 

三つの一神教すべてにおいて、ヨナは第一に、復活の預言者として、すなわち、

内なる旅を通して、死んだ状態から上昇し、救済される象徴とみなされている。

後の中世のキリスト教思想においては、彼は殉教者の苦難、死、そして復活を表

している。イスラームにおいては（クルアーンでは彼はユーヌスيُونُسである）、彼

は自殺した預言者の象徴である。ユダヤ教の伝統においては、彼の物語は精神的

な目的と贖いを得ることの寓話である。『神の国』（18.30）において、聖アウグス

ティヌスは、ヨナの経験それ自体が、キリストの復活をこの預言者が見通したも

のではないかと考えている。「預言者ヨナは、言葉によってというよりも、彼自身

の苦しい経験によって、口でそれを言った場合よりもずっと明確な仕方で、キリ

ストの死と復活を預言したのだ。というのは、なぜ彼はクジラの腹の中に取り込

まれ、三日目に元に戻ったのか。それは他でもない、キリストが三日目に地獄の

底から戻ってくるということに関して、彼はそのしるしであるからだ」35。ユダ

ヤ教の伝統では、Maftir Yona として知られるヨナ書は、ユダヤの暦における最も

神聖な日ヨム・キプールにおける典礼の終わりに読まれている。それが意図する

ものは、贖い（geula）の信仰を強めること、そして、詩編 139.7「私はあなたの

御魂から離れて、どこへ行けましょう。私はあなたの御前を離れて、どこへのが

れましょう」にもあるように、人は己の悪行において神から逃れることはできな

いと教えることである。ちょうどニネベの人々が、彼らの道を改めた後に救済を

得たように、人は悔い改める義務があるのだ36。 

海の怪物に対峙する英雄というテーマは、事実上普遍的なものであり、ほぼす

べての古代文化において見られるものであるが、この聖書の物語は、その独自の

特徴のため、すべての一神教にとって特別の意味を持っているように思われる。

通常の英雄と海の獣の物語と違って、ヨナの物語における魚は、彼の競争相手で

も敵でもない。さらに、ヨナが預言的な経験をする時、彼はもはや若者であるよ

うには見えない。つまり、戦士としての自分の身体的な力や技術を証明しなけれ

ばならないような人生の段階には、彼はいないのだ。それどころか、彼は預言者

としての義務から何とかして免れようとして、対立の場面から可能な限り遠くに

逃げることを試み、ついには、彼を船外へ放り投げるという船乗りたちの意図に

も全く無頓着になり、「こうして、彼らはヨナをかかえて海に投げ込んだ」（ヨナ

1.15）。彼は死を望んでいたとさえ言えるかもしれない。聖書によれば、「ヨナは

彼らに言った。『私を捕えて、海に投げ込みなさい。そうすれば、海はあなたがた

のために静かになるでしょう』」（ヨナ 1.12）。そして、その後、彼は神にはっき
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りと以下のように懇願している：「主よ。今、どうぞ、私のいのちを取ってくださ

い。私は生きているより死んだほうがましですから」（ヨナ 4.3）。さらに、中世

キリスト教の寓話における否定的な含蓄と対照的に、「大きな魚」によって飲み込

まれることは、ヨナの生存にかかわる試練においては肯定的な役割を演じている。

ヨナ 2.1-2 において、「魚」に対して dag というヘブライ語だけでなく、その女性

形である daga も使われていることを根拠にして、ニネべの人々への彼の使命の完

了、（魚の腹の中にいるという）彼の身体的な状況、そしてクジラ／大きな魚が女

性であるということ37、これらの間に直接的な相互関係が存在すると、ライヘル

バーグはみている。 

 

גוַיְהִי יוֹנָה בִמְעֵי  ה' אֱלֹהָיו, מִמְעֵי, -, שְלֹשָה יָמִים וּשְלֹשָה לֵילוֹת ; וַיִתְפַלֵל יוֹנָה, אֶלהַדָּ

גָּההַ  .דָּ  

［そしてヨナは三日三晩魚の腹の中にいた。それからヨナは魚の腹の中から

自分の神、主に祈った。］ 

ライヘルバーグはまた、ヨナという名前（ヘブライ語でיונה、yud-vav-nun-hee

という綴り）と、ニネベという町の名前（ヘブライ語でנינוה、nun-yud-nun-vav-hee

という綴り）との間にある、偶然とは言えない類似点を指摘している38。この類

似点は、預言者の一連の精神的な上昇を結び付ける不可欠なものであり、彼の境

遇は、彼の精神状況の象徴である。船乗りたちは、ヨナが大嵐の真っただ中でも

眠ることができるのに驚いて、彼に尋ねる。「いったいどうしたことか。寝込んだ

りして。起きて、あなたの神にお願いしなさい」（ヨナ 1.6）。それ以前に、彼は

神によって以下のように命じられている。「立って、あの大きな町ニネベに行き、

これに向かって叫べ。彼らの悪がわたしの前に上って来たからだ」（ヨナ 1.2）。

この平行箇所が示しているのは、ヨナは、身体的というよりも、むしろ精神の無

感覚の状態から起き上がることを命じられているのだ39。それゆえに、ヨナは、

彼の神に対する義務を無視することから始まり、子宮のような環境で通過儀礼を

経験し、そしてついに、復活の過程を経験している、と主張することもできるか

もしれない。クジラの腹の中で三日三晩過ごし、とうとう目が開かれると、彼は

自分を救うように神に祈る。神は彼の叫びを聴きいれ、出産と似たような行いで、

無事彼を岸に吐き出す。他のあらゆる知られている人間対海の獣の物語と違って、

ここでは、魚には、ヨナを食べつくす意図はない。むしろ魚は、この預言者の教

育のための道具として使えるようにという神の要請に謙虚に従っているのだ。な

ぜならば、「主は大きな魚を備えて、ヨナをのみこませた」（ヨナ 1.17）からだ。 
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本来の楔形文字におけるニネベの記号は、この都市の経済が漁業に基づいてい

たことから、「家の中にいる魚」であると、ベンジャミン・ゲツンハイトは指摘し

ている。ヘブライ語でも、ニネベという名前は魚の家（ニン（נינ）―魚、ナヴェ

 。家）を意味すると、彼は付け加えている40―（נוה）

 

 

 

 

 

 

楔形文字におけるニネベ市の印 

 

このことは、世界の他の諸国でさえも、もし彼らの悪行を悔い改めるなら、神

の慈悲を受けることができるという神のお告げであると、ゲツンハイトは解釈し

ている。 

しかしながらヨナは、このお告げを受け入れようとせず、自分の義務から何と

かして逃れようとする。皮肉なことに、彼は、「魚の家」という意味の町から逃れ

ようと試みるが、結果として、神の命令によって魚に飲み込まれてしまう。その

魚は、彼が「眠りから目覚め」、例の町に対する彼の義務を追行することができる

まで、彼を守るのだ。そして、例の町の名前は、彼自身の名前に似ている41。 

 

 

二つの生き物、一つのメッセージ 

以上みたように、しばしば一つの構成物として扱われているが、この伝説上の

海の怪物には、実際には二つの異なるバージョンが存在する。第一のバージョン

は、怪物レビヤタン、すなわち、地を水で氾濫させると言って脅す、カナンにお

ける混沌の象徴である。これは、秩序を表す神の敵という形で、ユダヤ教のみな

らずキリスト教の伝統によっても採用された。この恐ろしい海の獣は、ユダヤ教

の集合的な記憶においては、人間によるものであれ神によるものであれ、進歩、

成長、繁栄といったものを目指すあらゆる努力を、容赦なく阻もうするものであ

り、後のキリスト教の解釈においては、それは、罪びとたちの究極的な罰を反映

している。第二の、ヨナの物語において伝えられているようなバージョンは、全

く異なる生物である。それは、通過儀礼の一つの過程として英雄を自分自身から

守るために、神によって送られてきた、守ってくれる、従順な海の住民である。

しかし、対極にあるものとして提示されているが、これら二つの生物は多くの点
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で同一の存在である。両者とも伝統的にクジラ（ヘブライ語ではレビヤタン）と

みなされてきたし、両者とも、人とその運命との間での究極の闘争の縮図として、

そしてさらに重要なことは、創造主の支配力を確立するものとして使われている。 

厳しく容赦のない海と対峙しようとする英雄の意思、あるいは別の言葉でいえ

ば、混沌の力の持つ抑えられない魅力は、様々な文化や時代を通して繰り返し語

られている。人間の英雄や半神半人に関しては、セネカが、“Avida est periculi virtus”

（勇敢は危険を熱望している）という必要性として、このテーマを最もうまく述

べている42。この物語の宗教的な含意に関しては、創造主の支配力は、はたして

闘争の物語を通してのみ最もうまく示されているのかどうか、疑問を呈すること

もできるだろう。もしかしたら、単に善と悪ではなく、一方で精神的、身体的勇

気、他方で極度の恐れ、といった正反対の要素の間に存在する不変のつながりを

例示している物語を通してのほうが、そのメッセージはよりよく伝えられるので

はないだろうか。 
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編集者注：本論文における聖書からの引用は全て New Revised Standard Version（新改訂標

準訳聖書）を新たに和訳したものであり、新共同訳聖書とは訳文も節の区切りも異なって

いる。 


